












BEYOND 2020 NEXT FORUM キックオフセッション

日本の「元気の素」　若手起業家ら発信

　若手起業家や企業経営者、アーティストらが集まり、2020年以降の日本を元気にするために活動するBEYOND 2020 
NEXT FORUM（主催・BEYOND 2020 NEXT FORUM実行委員会、二十一世紀倶楽部）のキックオフセッションがこの
ほど都内で開かれた。19年ラグビーW杯日本大会、20年の東京五輪パラリンピック以降の新たなコト、モノを創出すべく、今
後2年間にわたって活動する。当日は東京都の小池百合子知事がビデオメッセージを寄せたほか、第1部のトークセッション

「Beyond2020に向けて」では放送作家、脚本家の小山薫堂氏や俳優、国際短編映画祭代表の別所哲也氏、東大教授の鈴木
寛氏の3氏が登壇。第2部のトークセッションではアソビシステム社長の中川悠介氏、ドワンゴ専務CCOの横澤大輔氏、電通
コピーライターの阿部広太郎氏、セブンセンス社長の吉田拓巳氏の4氏が「Beyond2020エンターテイメント」のテーマで
討議し、参加した約150人の聴衆を沸かせた。ファシリテーターはジャーナリストの堀潤氏。

「Fuji Sankei Business i」2019 年 3 月19日掲載より

■主催者あいさつ　
発起人代表　一木広治氏

東京都知事　
小池百合子氏（ビデオメッセージ）

内閣府特命担当大臣　
平井卓也氏

　2020東京五輪・パラリンピックの開
催がいよいよ来年に迫りました。世界各
国からいろいろな人が日本を訪れ、日本
の最高の技術・サービスが出てきます。
そのレガシーを活かして今から2020年以降の日本の元気の素をみ
んなで考えていこうというのがBEYOND 2020 NEXT FORUMを
立ち上げた狙いです。今後、5つのテーマについてセッションを行
っていきますが、それだけでなくワーキングとしていろんな方に参
加していただき、いろんな提言を発信していきたいと考えていま
す。本日を境に多くの方の参加と協力をぜひお願いしたいと思いま
す。

　BEYOND 2020 NEXT FORUMは、2020東
京五輪・パラリンピックに向けて日本全体を盛
り上げてさらにはその後のレガシーとして我が
国を活気づけるプロジェクトや新たな産業が生
み出される、そんな機運を作る取り組みと伺っております。会場には東
京、日本の将来を新たなビジネスモデルやサービスを通じて作り上げて
いこうとする起業家の皆さまやそれから創業を目指す学生の皆様などが
お集まりと聞いております。それぞれがお持ちのポテンシャルを大きく花
開かせていただきたい。日本の未来を担うとの自負心を持ってこれからの
事業プランを描いてほしいと願っております

　現在政府でIT、科学技術、宇宙政
策、クールジャパン、知的財産、健康
医療を担当しています。2020年以降
は人口の半分以上が50歳以上になる
というこれまで経験したことのない時代に突入し、政策もこれま
での延長線で考えていてはダメだと認識しています。そして時
代の変化が激しいときには組織から上がってくる情報よりも直
接現場でやっている方々の話を聞いた方がいいと考えておりま
す。そういう意味でも、我々の望む未来像に向けてBEYOND 
2020 NEXT FORUMに参加されている皆さん方のお知恵をい
ただきながら国の政策に生かしていきたいと考えています。

■トークセッション　

世代間のつながりが大切／危機をチャンスに／枠組みをぶっ壊す
鈴木寛氏、別所哲也氏、小山薫堂氏　ファシリテーター堀潤氏

堀　「日本を元気にする」にあたってまず課題の
共有を最初にして、それから具体的なプランをお
伺いしたいと思います。鈴木さんいかがですか。
鈴木　結局つまるところ、近代という社会システ
ム自体がもう限界にきていると思っています。今
の社会システムはアメとムチで社会を良い方向に
向かわせようとしているが、例えばいくら法律を
作ってもいじめはなくならない。要は人と人の関
係がうまくいっていないわけです。一つの例です
けど、これからは「かわいい」とか「かっこいい」
とかこんな要素で人が動くと思っている。
小山　高齢化社会を迎え、やはりお年寄りたちの
好奇心と探究心、向上心がどれだけ維持できるか
によって国の形が変わってくると思っています。
そのために上の世代と下の世代がつながったり、
交わったりすることが大切なのかと思います。例
えば、若い人が年を取りたくないと思うより、年
取ったらいいよなと思いながら生きていった方が
幸せなんじゃないかなと思います。実際今の60
歳、70歳は本当に元気ですし。堀　どうやってつ
ないでいくかですね。都市部と地方でも違います
よね。
堀　どうやってつないでいくかですね。都市部と
地方でも違いがありますか。
小山　僕は6、7年前から京都で半分暮らしてい
るんですが、京都にはそれがあるんです。つなが
りがあって、京都の大人たちの文化レベルがめち

ゃめちゃ高い。継承していくものが明確で、そう
いう環境で生きてきたことが大きい。いろいろな
世界を持っているから人とぶつからない。そうい
う教養を持った大人と若い新しい考えを持った若
者が交わることが非常に大事だなと思います。
堀　別所さんはいかがですか。
別所　僕は短編映画祭の代表もやっているんで
すが、つくづく感じるのは、僕たち自身が何に価
値を置いているのかをもっと世界に発信しないと
いけないということです。世界の人は日本のこと
をもっと知りたいんですけど、日本人が何に価値
を見出しているのかわからないとよく言われます。
自分を丸出しにする文化、関係性が育っていな
い。コミュニケーションを取るうえで、いい意味
でのおせっかいな文化が日本には必要なのかなと
感じています。
堀　日本をどう変えていくかについて、お三方に
フリップを書いていただきました。鈴木さんは

「危機を活かし日本から新たな人類史を創生しま
す」、別所さんは「BEYOND THE FRAMEWO
RK」、小山さんは「文化庁を勝手に応援します!!」
ですね。まずは鈴木さんから解説をお願いしま
す。
鈴木　「危機を活かし」部分は書き足しました。
2020年以降は危機が来るんですよ。ただ、危機
というのは危険と機会のことで、オポチュニティ
を含むんです。ですから今の若い人は危機が来る

と言ったらもっと喜ばないといけない。よし、俺
たちの出番がやってきたと。いろんなことを始め
る機会を得るんだと。危機は日本にとってはチャ
ンスなんです。今の日本の近代社会はアメリカや
イギリス、フランスなどの真似をしてできたわけ
です。これからの日本は、道なき道を世界中のい
ろんな人とつながり切り開いていく。こんな楽し
いことがないわけですよ。
堀　 別所さんの「BEYOND THE FRAMEWO
RK」は
別所　いろんな先輩たちが作ってきてくれた仕組
みや恩恵で僕らは生きているというところからそ
ろそろ抜け出さなくてはいけない。その象徴が五
輪であり、博覧会。先輩たちが作った大切な装置
ですが、僕らその装置を今風にしたり、新しい形
にしていくべきで、これまでのフレームワークを
疑うことが必要だ。例えば、五輪は国別対抗だけ
じゃなくて、くじ引きしてどの国の人と一緒になる
かわからないとか。国旗を背負うだけのものでは
ない、生まれ変われる五輪になったらいいなと思

いますね。
堀　小山さんの文化庁を勝手に応援するとは。
小山　UAEには幸福担当大臣がいて、すべての
政策を国民の幸福に役立っているかとどうかの視
点から物事を判断しています。日本ではさすがに
幸福大臣は難しいと思うんですが、文化庁が文化
庁的視点での日本の政策に関与できたら日本はよ
くなるんじゃないかなと思うんですね。例えば、
国交省の道路づくり、農水省の食糧政策、観光
庁のキャンペーンを文化的にみたらどうなのかな
どをウオッチするだけでずいぶん日本の文化レベ
ルは上がってくるような気がします。出国税を財
源として文化庁がいろんな新しいことに挑戦でき
るようになったのを機に、文化庁をもっとうまくみ
んなで盛り上げれば、この国の新しい価値を既存
の中から発掘できるんじゃないかなと勝手に思っ
ています。
堀　世代のつながり、既存の仕組みの見直しな
ど日本を元気にするアイデアがたくさん出ました。
本日はお忙しい中、ありがとうございました。

鈴木寛氏 別所哲也氏 小山薫堂氏 堀潤氏



■トークセッション　

世代間のつながりが大切／危機をチャンスに／枠組みをぶっ壊す
鈴木寛氏、別所哲也氏、小山薫堂氏　ファシリテーター堀潤氏















19 歳よりダンスを始め、EXILE PROFESSIONAL GYM にてインストラクターを務める。2007 年に、二代目 J Soul Brothers のメンバーに抜擢され、2009年2月25日に、アルバム『J Soul Brothers』でメジャーデビューを果たす。そして、同年 3
月1日に EXILE 新メンバーとして加入し、2011年には、THE SECOND from EXILE としても活動を始める。また、個人活動として 2011年に月刊 EXILE にて、自身が所長を務める『EXILE パフォーマンス研究所』の連載を開始する。 2014 年４月、
淑徳大学人文学部表現学科の客員教授に就任する。そして、2015年４月に EXILE ÜSA が活動を行っている DANCE EARTH PARTY の正式メンバーに選ばれる。2018 年 3 月、早稲田大学大学院スポーツ科学研究科を卒業。そのほか、役者とし
てドラマや舞台に出演するなど、さまざまな活動を展開し、エンターテインメントの可能性を広げている。

　この度、ご卒業された多くの皆様、本当にお
めでとうございます !!　僕が EXILE の中で大好
きな卒業ソングを、ご卒業されるみなさんに改め
て贈らせて頂きたいと思いますので聴いてくださ
い！！

「思い出が 時間を止めた」
今日の日を忘れるなと
見慣れた景色 二度と並べない
想い出の道

この道で 君と出会い
春が僕らを包んでた
愛と優しさ 教えてくれたね
泣かないで歩こう

空、今日も青空です
泣き笑いしたあの時
あたりまえが未来に変わる

「希望」「夢」「愛」話したい
動くな時間
空に叫ぶ
キミを忘れない

道、キミと歩いた今日まで
かすかに動くくちびる
特別な時間をありがとう

「心」「勇気」「友」「笑顔」
嬉し過ぎて
溢れ出した
涙が とまらない

（EXILE 「道」より）

　僕の歌声、届きましたか？（笑）この卒業が、
みなさんの未来にとって素敵な出来事であります

まだまだ下手くそです
EXILE TETSUYA

“男を上げる”

Monthly Column 

ダンスを踊った事があるのですが、その感覚にも
近いような、、、でも意味合いや、想いや祈りがこ
もっていて、なんだか新感覚なダンスに出会って
しまった感動がありました !!

　さて本番では、上手く踊れるのか !?　帰って
きたらまたご報告したいと思いますが、まずはハ
ワイアンのみなさんも日本人にも、どんな方々に
も、僕らの願いや祈りを伝えられるようなステー
ジをしてきたいと思いますので、日本からでも、
温かい応援をよろしくお願い致します。

　19 歳からダンスを始めて、約 19 年くらいが
経ちますが、まだまだ知らない踊りは山ほどあり
ますし、どのダンスもまだまだ下手くそだなと改
めて感じています。

　これからも自分の心の声の向くままに、ダンス
と真摯に向き合って行きたいと思いますので、皆
様これからも僕のダンスの道にお付き合いくださ
い (^o^)v

TOKYO HEADLINE vol.714 より

ように。

　さて今月は、DANCEA
RTH スペシャルユニット
を組んで、ハワイのホノル
ルフェスに参加させて頂き
ます !!　このフェスは、ハ
ワイと日本をつなぐ歴史深
いイベントで、今回で 25
回目になります。そのフェ
スの中にダンスコンテスト
があり、そこでのパフォー
マンスになるのですが、久
しぶりのダンスショーケー
スという事でかなり緊張し
ますね（笑）。
　今回はそんなに長い時
間を踊るわけではないの
ですが、EXILE ÜSA さん
と、ダンサーの大先輩でも
ある U-GE さんと 3 人だ
けで踊るので、かなりのパ
ワーが必要になります。3
人で振り付けを作っては直
し、作っては直し、踊っては直し、踊っては直し
の繰り返しです（笑）。それでもいつも踊ってい
るダンスとはと少し違う意味で、踊りがいのある
ダンスショーケースが出来上がりました！！
　そして、日本でフラダンスのレッスンにも通い、
挑戦してみているのですが、本格的にフラダン
スに触れてみると本当に難しくて奥深いです !!　
歌詞をそのままダイレクトにダンスに落とし込
み、情景を感じてもらう踊りは、普段踊っている
ダンスとは異なり、ノリと勢いだけではできない、
正確さと繊細さが必要になります。以前に手話
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